
別紙

テーマ ボランティアの育成と活動支援

区市町村 狛江市

児童館名 北部（愛称：こまっこ）児童館

活動名 児童館こどもスタッフ

目的
子どものコミュニケーション能力、自己肯定感の向上。「人に感謝される余暇

活動」としての活動。

主な対象 児童館を利用する小学生～高校生年代の児童　・　こまっこ小学生クラブ在籍児童

活動の経緯

実践内容

《活動の経緯》

今年度4月の運営当初から、児童館併設の放課後児童クラブに在籍している児童

と一緒に館内の環境整備などを行っていたが、10月頃から子どもたちのお手伝

いの幅が広がり、きちんとした制度が必要になってきたため、子どもボランティ

ア育成支援事業として、児童館の先生のお手伝いができるというシステム「児童

館子どもスタッフ」事業を開始した。

《実施内容》

１．児童館業務のうちで小学生でもできる活動をピックアップし、3つのカテゴ

リーに分ける。

○お掃除スタッフ

ハンディ掃除機やフロアモップ、コロコロ、植栽の手入れ(雑草を抜く、枯葉を

集める)、図書コーナーのコミックスなどの整理、駐輪場の自転車整理などの手

伝い。

○遊びの先生(先輩)

児童館来館の幼児や保護者にこまやけん玉を教える。ほかにもジターリングや

LaQブロック、あやとりやお手玉、ドッジボール、サッカーなど、子ども自身が

得意としている遊びを教えることも可能。

○お世話の先生

ひろば（乳幼児室）を利用する乳幼児の遊び相手やおもちゃの片づけなどをす

る。

２．ボランティア活動を行う前に、職員から簡単なガイダンスを受ける。

①ボランティア活動をする際には児童館スタッフと同様に名札を首から下げるこ

と。

②名札に自筆で「児童館ボランティアスタッフ」と記入する。学年を記入した

り、どんなボランティアができるかが一目でわかるようにイラストを描くなど自

分で工夫して名札を作成する（記名はしない）。

③ボランティア活動をしている時間帯は、普通に遊ぶことはできない。また、自

分で選んだ活動以外をすることはできない。活動内容を変更する際は受付で児童

館スタッフに活動内容の変更をお願いする。

④ボランティア活動を終了する(児童館で普通に遊ぶ)時には名札を返す。

３．ボランティア活動をするにあたり、必要な道具がある場合は児童館スタッ

フに相談する。

４．地域ボランティアさん(大人)とも協力して活動する。



児童館のプロフィール

児童館名 北部（愛称：こまっこ）児童館

運営主体 株式会社こどもの森

所在地・電話番号
東京都狛江市和泉本町3-31-19

03-3480-5701

開館日・時間・休館日
休館日：日・祝日および年末年始（12/29～1/3）

開催時間：9：00～19：00

効果や課題

《効果》

・　「人に感謝される余暇活動」として活用されている（活動する児童は放課後

児童クラブ児童が多く、活動時間は友達が帰った後や特別やりたいことがない

時などの余暇活動としてボランティア活動を行うことが多い）。

・　自らの意志でお手伝いに取り組む子は、やりたいことが明確なためとても

積極的に活動している。

・　子どもたち自身が自主的にリーダーを決めたり役割分担をしたりしている。

子どもスタッフが子どもスタッフを連れてくるケースもある。

・　現スタッフを見て興味を持つ児童館来館の子も増加している。

・　同学年とのコミュニケーション能力がそれほど高くない子がボランティア

活動を志願することも多い。

・　職員はボランティアスタッフに「ありがとう。」と感謝することで子どもの

自己肯定感を高めたり、ボランティア児童の要望を、児童館運営の工夫・改善

に生かしている。

《課題》

・大人のボランティアと違い、配置人数などの調整が難しいため、ボランティア

スタッフがいない日もあったり、ボランティアの人数に対し、仕事量が足りな

かったりすることがある。

活動の経緯

実践内容

《現在までの活動での特記事項》

・　登録児童数(名札を作成している人数)　26名

・　基本的に全員《お掃除スタッフ》としての仕事は行う。

・　《遊びの先生(先輩)》は圧倒的に男子が多く、こまを教えるのが人気。

・　《お世話の先生》はすべて女子で、小学1年生が多い。

・　児童館が混雑していて遊び場所が不足する時はボランティア志願率が高い。

「参加者の声」

・　先生の手伝いをすると、先生と遊べる時間が増える。

・　こまが得意だから教えてあげたい。

・　赤ちゃんがかわいい。お世話ならひろばに入れる。

・　ごみを片付けない人たちやルールを守らない人もいるので子どもスタッフは

見回りもしたほうが良い。


